
枚方市駅周辺再整備事業の財政シミュレーション

Ⅰ．時点修正後の長期財政の見通し

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

12 5 5 5 8 7 9 4 5 5 5 5

1,155 1,191 1,245 1,293 1,339 1,359 1,361 1,368 1,365 1,355 1,353 1,347

261 252 257 243 235 230 210 185 159 123 95 66

財政調整基金 100 92 85 75 68 63 58 51 40 30 19 5

減債基金 43 40 40 38 36 31 20 11 8 1 1 1

新庁舎及び総合文化施設整備事業基金 43 43 43 43 43 44 44 44 44 44 44 44

その他基金 75 77 89 87 88 92 88 79 67 48 31 16

＜参考＞行財政改革プラン2020に基づく行革効果額等（令和2年度当初予算反映済みの4億円を除く）

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

1 8 7 11 11 11 11 11 11 11 11 11

Ⅱ．④北⑤東街区（ステージ1-1）までを見込んだ場合（市負担額約28億円）

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

12 5 5 5 8 7 9 4 5 5 5 5

市債残高 1,155 1,191 1,245 1,299 1,346 1,366 1,368 1,374 1,370 1,360 1,358 1,352

261 251 256 244 235 234 244 214 187 154 123 93

財政調整基金 100 92 85 75 68 63 58 51 40 30 19 5

減債基金 43 40 40 38 36 31 20 11 8 4 1 1

新庁舎及び総合文化施設整備事業基金 43 42 42 44 43 48 78 73 72 72 72 71

その他基金 75 77 89 87 88 92 88 79 67 48 31 16

＜参考＞新庁舎及び総合文化施設整備事業基金の活用

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

0.0 0.0 0.0 8.9 0.0 10.8 32.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 1.0 0.4 6.6 0.5 6.7 2.6 4.7 0.4 0.4 0.4 0.4

（単位：億円）

（単位：億円）

実質収支

市債残高

基金残高

行革効果額等

実質収支

基金残高

積立（土地売払収入等）

取崩

本財政シミュレーションは、令和２年２月作成の「長期財政の見通し」をベースに、新型コロナウイルス感染症拡大による市税収入の影響や、

それに伴う地方交付税、臨時財政対策債、公債費の見直しを行ったうえで、令和２年度に実施した新型コロナウイルス対策費や小中学校への一

人一台タブレット端末の導入経費等を見込んだ時点修正後の収支をもとに行っています。

なお、枚方市駅周辺再整備を推進することにより経済波及効果が期待されますが、それに伴う収支に与える影響については、財政面における

確実性を期する観点から反映せずに財政シミュレーションを行っています。



※ステージ1-1については、既存の基金を活用し事業の推進を図ります。

※ステージ1-1に係る基金の取り崩しについては、0.4億円の取り崩しが令和25年度まで続き、ステージ1-1終了後の残高は68億円となります。

（ステージ1-2以降の財源として活用を図ります。）

Ⅲ．全街区を見込んだ場合（⑤街区庁舎案、市負担額約227億円）

　　【新たな財源として10億円の確保ができる場合】 （単位：億円）

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

12 11 12 11 12 10 12 11 12 12 13 14

1,155 1,191 1,245 1,299 1,347 1,367 1,369 1,376 1,380 1,371 1,379 1,373

261 249 256 247 250 258 263 239 222 199 166 139

財政調整基金 100 90 85 80 80 81 81 75 69 67 57 47

減債基金 43 40 40 38 36 31 20 11 8 4 1 1

新庁舎及び総合文化施設整備事業基金 43 42 42 42 46 54 74 74 78 80 77 75

その他基金 75 77 89 87 88 92 88 79 67 48 31 16

＜参考＞新庁舎及び総合文化施設整備事業基金の活用

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

0.0 0.0 0.0 9.5 0.0 10.8 32.6 0.0 0.0 34.0 0.0 0.0

0.0 1.0 0.4 9.3 0.8 7.4 18.3 4.7 1.5 36.2 8.0 7.8

※現時点において新型コロナウイルス感染症拡大の影響などにより先行きが十分に見通せないことから、全街区の整備に向けては、改めて各ステージ毎に

　収支見通しや財源確保の状況を踏まえ判断します。

※④街区庁舎案（市負担額約275億円）の場合、実質収支の黒字額は各年度2億から3億円縮小することになります。

市駅周辺再整備事業に係る積立
（基金積立金3億円）＋（財政調整基金からの積替2億
円）＝計5億円

取崩

積立（土地売払収入等）

実質収支

市債残高

基金残高


